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敬
老
の
お
祝
い
申
込
み

令
和
３
年
に
長
寿
の
節
目
を
お
迎
え

の
自
治
会
員
の
方
は
、
本
紙
は
さ
み
込

み
の
申
込
み
用
紙
に
記
入
し
て
提
出
く

だ
さ
い
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
心
ば
か

り
の
お
祝
い
の
品
を
、
お
届
け
し
ま
す
。

「
第
１
・
２
・
４
自
治
会
館
」

改
修
工
事

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
で
「
換
気
」

が
重
要
で
す
が
、
右
記
３
会
館
は
窓
枠

が
鉄
製
で
網
戸
が
取
り
付
け
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
７
月
20
日
（
火
）
か

ら
８
月
12
日
（
金
）
ま
で
、
窓
枠
の
ア

ル
ミ
化
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

会
館
ご
と
の
工
事
期
間
は
決
ま
り
し

だ
い
利
用
団
体
さ
ん
に
連
絡
し
、
利
用

日
・
利
用
時
間
な
ど
の
調
整
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

知
事
賞
受
賞

虫
生
川
周
辺
の
自
然
を
守
る
会

「
虫
生
の
森
」
の
整
備
活
動
を
始
め
て

10
年
目
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
６
月
３
日
に
、
令
和
３
年
度

環
境
保
全
功
労
者
知
事
表
彰
を
団
体
と

し
て
井
戸
知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。こ

れ
も
地
域
の
方
の
応
援
や
川
西
市

環
境
衛
生
課
の
推
薦
が
あ
っ
て
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
一
歩
一
歩
、
活
動
を
進

め
て
参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
虫
生
の
森
」
の
看
板
を
階
段
上
の

入
り
口
に
設
置
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

行
事
中
止
の
ご
案
内

左
記
の
行
事
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
委
員
会

で
検
討
し
ま
し
た
結
果
、
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
住

民
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。◆

納
涼
祭

◆

学
校
プ
ー
ル
開
放

◆

「
環
境
・
防
犯
・
防
災
」

ポ
ス
タ
ー
募
集

◆

放
課
後
子
ど
も
教
室

◆

三
世
代
交
流
居
場
所
づ
く
り

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

８
月
号
は
休
刊
い
た
し
ま
す

自
治
会
事
務
局

夏
休
み

８
月
13
日
（
金
）
～
17
日
（
火
）



役
員
会
だ
よ
り
（
４
３
１
号
）

開
催

５
月
16
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
総
会
決
定
事
項

５
月
配
布
済

・
自
治
会
費
、
日
赤
社
資
募
集
、
社
協

会
費
の
募
集
を
一
括
集
金
に
変
更

(

理
事
、
班
長
の
役
務
軽
減
の
た
め
、

集
金
回
数
を
減
ら
し
実
施)

・
地
区
防
災
計
画
書
の
配
布

「
発
災
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

理
事

→

班
長

→

会
員
に
配
布

「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

理
事
→
班
長
に
配
布

・
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
、
会
議
日
程

等
の
変
更
が
予
測
さ
れ
る
。

変
更
時
、
各
部
長

→

部
員
に
連
絡

・
上
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
開
催

６
月
26
日(

土)

、
27
日(

日)

予
定

・
敬
老
の
お
祝
い
募
集
要
項

→

７
月

・
自
治
会
ト
ラ
ッ
ク

→

更
新
検
討
中

・
東
池
公
園
植
栽
の
伐
採
低
木
化
実
施

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
全
戸
配
布
用
総
会
決
定
事
項
の
印
刷
、

挟
み
こ
み
作
業

・
４
月
度
臨
時
役
員
会
の
準
備
、
片
付

け
、
議
事
録
作
成

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

３
０
８
号
発
行
、
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

６
月
号
は
休
刊
し
ま
す

・
広
報
板
管
理

（
環
境
部
）

・
各
公
園
管
理

中
央
・
東
池
公
園
で
未
修
理
あ
り

新
た
に
ベ
ン
チ
損
傷
あ
り

四
季
の
小
径
で
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、

ゴ
ミ
等
散
乱
あ
り

・
資
源
回
収
事
業

４
月
度

44
・
１
ト
ン
（
前
年
比
84
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
４
月
度
慶
弔
関
係

結
婚

１
件

新
生
児
誕
生

１
件

お
悔
み

７
件

（
文
教
部
）

・
あ
い
さ
つ
運
動
横
断
幕
、
幟
点
検

異
常
な
し

（
体
育
部
）

・
ク
ラ
ブ
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
春
の

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止

（
安
全
部
）

・
交
番
だ
よ
り

交
通(

人
身)

事
故

３
件

東
４
市
道

車
と
車

西
５
駐
車
場

車
と
歩
行
者

西
４
市
道

バ
イ
ク
と
自
転
車

刑
法
犯

１
件

東
池
公
園
ト
イ
レ
に
女
子
小
学
生

を
連
れ
込
む
事
案
発
生
、
犯
人
逮
捕

・
東
４
安
全
灯
球
切
れ

→

道
路
管
理

課
へ
連
絡

当
日
修
理
済

（
会
館
運
営
部
）

・
各
会
館
点
検

第
４

→

ト
イ
レ
鍵
不
良

調
整
済

そ
の
他

異
常
な
し

◎
６
月
度
役
員
会
は
中
止
し
ま
し
た

の
で
、
部
長
会(

12
日)

の
議
題
報
告

事
項
を
抜
粋
し
て
記
載
し
ま
す
。

［
議
題
報
告
事
項
］

・
上
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
８
月
以
降

に
延
期

・
市
長
訪
問
、
面
談(

５
／
21)

・
総
会
時
意
見
提
案
の
Ｑ
＆
Ａ

「
コ
ミ
に
ゅ
ー
す
」
と
同
時
配
布

・
会
館
改
修(

第
１
・
２
・
４)

準
備
中

・
敬
老
の
お
祝
い(

１
面
参
照)

・
納
涼
祭

今
年
度
も
中
止
決
定

・
清
中

北
校
舎
改
修
工
事
始
ま
る

・
両
小
学
校

プ
ー
ル
開
放
中
止

［
各
部
報
告
］

（
環
境
部
）

・
資
源
回
収
事
業

５
月
分

44
・
５
ト
ン
（
前
年
比
95
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
５
月
度
慶
弔
関
係

結
婚

１
件

新
生
児
誕
生

１
件

お
悔
み

２
件

・
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
会
費
募
集

件
数

２
、
４
０
８
件

金
額

７
５
７
、
７
３
８
円

・
日
本
赤
十
字
社
社
資
募
集

件
数

２
、
３
５
３
件

金
額

９
８
８
、
６
０
１
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
安
全
部
）

・
安
全
灯
不
具
合
３
件

→

修
理
依
頼

・
交
番
だ
よ
り

交
通(

人
身)

事
故

０
件

刑
法
犯

３
件

自
動
車
盗
、
ロ
ッ
カ
ー
荒
し
、

宅
配
箱
窃
盗

せいわだいにゅ～す 令和３年７月１１日（２）

新
入
会
員

５
・
６
月
度

（
敬
称
略
）

伊
藤

勇
輝

西
３

上
原

ひ
と
み

東
４

今
野

裕
介

西
１

伊
藤

真
人

西
１

他
７
名



（３） せいわだいにゅ～す 令和３年７月１１日



せいわだいにゅ～す 令和３年７月１１日（４）



で
の
談
笑
や
飲
食
が
増

え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
公

園
は
住
民
の
皆
さ
ん
が

安
全
に
、
快
適
に
利
用

す
所
で
す
。
特
に
、
子
ど
も
達
も
多

く
利
用
し
て
い
ま
す
。

不
快
や
嫌
悪
を
感
じ
る
よ
う
な
行

為
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

ゴ
ミ
は
各
自
持
ち
帰
ろ
う
！

犬
の
糞
は
持
ち
帰
ろ
う
!!

環
境
ポ
ス
タ
ー
、
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー

ク
運
動
な
ど
で
「
犬
の
糞
」
問
題
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
多

く
の
「
糞
」
放
置
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
「
登
下
校
時
の
子
ど
も
が
踏
み

つ
け
た
」
な
ど
の
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
責
任
で

糞
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

住
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
り
、
清

和
台
の
評
判
や
価
値
を
引
き
下
げ
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

糞
は
、
持
ち
帰
る
！

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
違
反

誰
か
が
見
て
い
ま
す
よ

（５） せいわだいにゅ～す 令和３年７月１１日

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

７
月
14
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

場

所

第
３
自
治
会
館

内

容

ハ
ン
ド
メ
イ
ド

※
対
象
は
未
就
園
児
と
保
護
者

参
加
費
無
料
、

予
約
不
要
で
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

の
ご
案
内

日

時

①
７
月
28
日
（
水
）

②
８
月
25
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
２
階

「
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

ｍ
ｕ
ｋ
ｕ
」

参
加
費

１
０
０
円

「
フ
レ
ー
バ
テ
ィ
ー
、
ス
イ
ー
ツ
付
」

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

９
月
９
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
４
自
治
会
館

※
映
画
上
映
は
あ
り
ま
せ
ん

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

公
園
に
ゴ
ミ
は
捨
て
な
い
で
!!

最
近
、
自
治
会
に
「
公
園
に
ゴ
ミ

が
散
乱
し
て
い
る
」
と
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
日
も
、

西
１
丁
目
「
北
谷
公
園
」
や
東
5
丁

目
「
雨
堤
公
園
」
な
ど
で
、
明
ら
か

に
飲
食
を
し
、
ゴ
ミ
を
放
棄
・
散
乱

さ
せ
た
ま
ま
帰
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
も
の
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
公
園

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

(

敬
称
略
）

11
月

後
藤

和
葉

東
２

か

ず

は

１
月

大
下

賀
久

西
２

が

く

２
月

長
田

恵
茉

東
２

え

ま

４
月

引
地

美
巴

西
２

み

つ

は

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

ラ
ジ
オ
体
操
開
催
の
ご
案
内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

子
ど
も
会

日

時

①

７
月
26
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

②

８
月
23
日
（
月
）
～
25
日
（
水
）

①
②
と
も
、

７
時
～
約
15
分

場

所中
央
公
園

早
起
き
し
て
、

体
操
し
ょ
う
ね

環
境
部
か
ら
の
お
願
い



せいわだいにゅ～す 令和３年７月1１日（６）

六

赤
松
小
学
校

尿路結石は、男性に多い病気でしたが、

近年では女性にも増えています。また、一

生のうちに、男性は７人に1人、女性では15

人に１人が経験するといわれていますが、

社会の高齢化に伴い、患者も増加傾向にあ

り、この40年間で患者数が約３倍に増加し

ています。

男性は30～50代の働き盛りの世代、女性

は閉経後の50～70代に多く発症しています。

高齢者では、尿路結石の発生要因が若年・

中年層とは異なり、背景に別の病気が潜ん

でいる場合もあります。

また、夏は汗をかいて尿が濃くなる分、

冬よりも尿路結石が増えると報告されてい

るように、水分をたくさんとり、1日２リッ

トルの尿を出すように心がけると、尿が薄

まって結石ができにくくなります。

シュウ酸は、尿路結石のもとになる成分

で、ほうれん草やレタスなどの野菜、ナッ

ツ類、チョコレート、バナナ、たけのこ、

コーヒー、紅茶、緑茶などに多く含まれる

ので、控えることが可能なら、控えたほう

がよいかもしれません。

シュウ酸はカルシュウムと一緒にとると、

尿ではなく便と一緒に排泄されるため、シュ

ウ酸を多く含む食品は、カルシュウムを多

く含む食品と一緒にとることがおすすめで

す。

このほか、食べてすぐ寝る、カップ麺を

よく食べるといった現代的なライフスタイ

ルも尿路結石ができやすくなるので、要注

意です。また、尿路結石は再発率が高く、

５年間のうち半数が再発するといわれてい

ます。そのため、治療後の再発予防が大切

です。

次回は慢性腎臓病のお話です。

杉田クリニック 杉田 隆彰

診察室からⅡ（73）尿路結石

最
近
、
清
和
台
の
各
所
で
、
路
上
の

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
歩
く
男
性
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
見
か
け
た
ら
話
し
か

け
て
、
色
々
聞
き
だ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

き
っ
と
あ
た
た
か
く
、
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
よ
！

な
ぜ
彼
が
、
路
上
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集

め
て
い
る
の
か
ご
存
知
で
す
か
？
あ
る

朝
、
彼
に
直
接
聞
い
て
み
ま
し
た
。

彼
が
お
っ
し
ゃ
る
の
は
「
清
和
台
で

育
つ
子
ど
も
た
ち
に
、
ゴ
ミ
の
散
ら
か
っ

た
街
を
見
せ
た
く
な
い
の
で
、
時
間
の

あ
る
時
に
、
で
き
る
範
囲
で
ゴ
ミ
を
拾
っ

て
い
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
日
の
午
後
、
散
歩
の
途
中
に
彼

の
お
住
ま
い
を
訪
ね
て
、
改
め
て
「
あ

な
た
は
何
者
で
す
か
」
と
お
聞
き
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
３
月
の
「
せ
い
わ
だ
い

に
ゅ
～
す
」
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
清

和
台
出
身
の
妻
と
２
０
０
０
年
以
来
住

ん
で
い
る
米
国
か
ら
来
た
者
で
す
。

大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る

国
際
公
共
政
策
研
究
所
で
、
安
全
保
障

や
外
交
を
教
え
て
い
ま
し
た
が
、
途
中
、

２
０
０
９
年
か
ら
は
沖
縄
米
海
兵
隊
の

政
治
顧
問
に
転
職
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ

る
基
地
問
題
を
は
じ
め
日
米
同
盟
管
理

の
仕
事
を
し
、
東
日
本
大
震
災
時
の

「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
の
立
案
・
実
行
の

中
心
に
携
わ
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
防
災
に
つ
い
て
提
言
し
、

執
筆
や
講
演
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
回

顧
録
の
「
オ
キ
ナ
ワ
論
」
で
は
清
和
台

の
こ
と
に
も
触
れ
て
い
ま
す
よ
。
と
の

こ
と
で
す
。

政
治
学
博
士
社
会
科
学
者
と
し
て
の

立
場
か
ら
、
解
り
や
す
い
表
現
で
発
信

し
復
旧
復
興
さ
ら
に
は
被
災
地
・
被
災

者
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
含
め
た
、
生
活

の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
の
一
貫
し
た
、
完
結

型
の
支
援
の
あ
り
方
ま
で
を
も
提
案
し
、

発
信
し
、
実
行
し
続
け
て
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
。

彼
の
お
名
前
は
ロ
バ
ー
ト

Ｄ

エ
ル

ド
リ
ッ
チ
様
で
す
。
「
清
和
台
で
育
つ

子
ど
も
た
ち
に
、
ゴ
ミ
の
散
ら
か
っ
た

街
を
見
せ
た
く
な
い
」
大
切
な
と
て
も

重
い
お
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

清
和
台
の
人
間
国
宝
で
す
。
私
た
ち

も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
？

読

者

よ

り

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

第
２
自
治
会
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す

東
５

麓

善
之
助


